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研究成果の概要（和文）：東日本大震災によって被災した地域社会の復興において無形民俗文化財は重要な役割を果た
している。その調査研究の応用的側面の実施状況を海外に向けて発信し国際的ネットワークを構築することが本事業の
目的である。三年間のなかで、国際研究集会等をイギリス、ニュージーランド、インドネシア、日本において4回開催
したほか、メンバーによる国際学会での参加報告も多数実施した。その結果、日本研究における災害民族誌の重要性を
国際的に確認した。また神楽・祝祭・儀礼などの地域の記憶に関わる無形文化遺産に着目する災害協働人文学の重要性
を国際的に喚起することに寄与した。ニュージーランドの研究者とは共同英文論文集出版計画を立てた。

研究成果の概要（英文）：The intangible cultural heritage contributes community recover process after the 
Great East Japan Earthquake and Tsunami. The purpose of the project is to broadcast abroad the results of 
the related applied anthropology in Japan and to network international scholarship of the field. Through 
three years period, we organized four international workshops (or session) in UK, New Zealand, Indonesia, 
and Japan and participated to read the paper in many international conferences. These activities 
encouraged international concerns of disaster ethnography in Japan studies. We also contribute to awaken 
the international scholarship the importance of disaster collaborative humanities focus on local memory 
and cultural heritage such as festival, ritual and performing arts. We also have plans of publication (in 
progress) both in English and Japanese involving the scholars in New Zealand.
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１．研究開始当初の背景  
 東日本大震災後、人類学・民俗学分野では
さまざまな形で被災状況や復興過程に関わ
る調査および実践的支援活動が行われてき
た。被災地には多数の分野の研究者や実践団
体も数多く種々の活動がおこなれ、こうした
なかで人類学者の貢献の一つは津波被災農
漁村における無形民俗文化財の調査支援実
践を行うことだった。このような被災地に関
わる民族誌的研究の成果は、現在十分な形で
国際発信されていない。その理由は様々であ
るが，一つには震災の民族誌的研究の方法、
いわゆる「文化の翻訳」の難しさに由来して
いると思われる。隣接・関連分野が数量的デ
ータを前提とした課題解決型・理論的考察と
いう形で研究が公開されるのと比べると、人
類学分野は記述的な資料の蓄積を中心とし
ており、また津波被災地の沿岸部農漁村の民
俗文化の記録の理解は、日本民俗学的知識を
ある程度必要とする。この点を踏まえての国
際的ネットワーク貢献が求められていた。 
 
２．研究の目的  
 本事業の目的は、震災復興における地域社
会復興と無形民俗文化の関係を扱った民族
誌資料を整理しながら、その学術価値を国際
的に共有し、調査研究・教育に関わるネット
ワークを構築することである。特に、震災と
復興にかかわる当事者の主観的な記述的資
料の価値を理解してもらい、それを共通の土
台として国際的研究体制を構築することを
めざす。このことは、東日本大震災を経験し
た日本の人類学が担わなければならない責
務であり、また被災地の民族誌としての普遍
的価値を、国際的な研究ネットワークを通し
て広めていくことは長期的にも重要だと考
える。 
 これを実現するために、本事業では、海外
の人類学とりわけ、広い意味での日本研究者
を中心とする国際的ネットワークの構築を
行う。なぜなら、彼ら自身にとって被災した
民俗文化は、研究のみならず教育上も重要な
対象となりうるからである。国際研究集会の
主宰や国際学会での発表を行って幅広くこ
の問題の重要性を訴えると共に、日本語の記
述的資料を読むことのできる日本研究者と
連携をとり、東日本大震災に災害研究を行う
国際的共同研究ネットワークを構築する。 
 被災と復興過程の民族誌・人類学研究は、
被災者への支援の実践的領域において役立
つものをめざすことはいうまでもない。と同
時に、どのようにして災害を経験し、いかに
日常を取り戻していくのか、そこでの諸問題
や理論的課題は、国際的な災害研究のなかで、
適切に検討されていく必要がある。 
 
３．研究の方法  
 本事業は従来東北大学を中心に行われて
きた震災記録プロジェクトの中核メンバー
で実施した。（イ）被災地の無形民俗財調査

の状況については、これまで本事業の研究チ
ームでおこなってきたものを基盤としつつ、
それ以外の調査報告についての資料収集と
整理を行った。（ロ）それらの成果を、国際
学会で発表するとともに、関係国の日本研究
分野組織を訪問し、報告を行った。その上で
（ハ）交流実績を構築した国から研究者を日
本で招聘し、国際研究集会を実施した。これ
らの一連の過程を踏まえることで，東日本大
震災にかかわる災害民族誌研究の国際的ネ
ットワーク構築の基盤を形成し、東北大学を
拠点として継続的に活用できる体制を整え
ることができた。 
 国際的発信の主要なターゲットは近年地
震・津波の大きな被害をうけたインドネシア
及びニュージーランドとした。両国は自国の
問題として無形の民俗文化の被災という状
況を抱えているからであり、この点で両国と
交流関係を構築することは重要な意義があ
る。もちろん広範な国際ネットワーク体制を
構築するため、英米圏およびそれ以外との国
との交流も可能な限り実施した。とりわけ、
イギリス・ケンブリッジ大学の日本研究者と
の連携を試みた。 
 メンバーの高倉は、代表として事業計画全
体を総括するとともに、ニュージーランドと
の交流事業を担当した。木村は副代表として
の代表を補佐するともに、インドネシアとの
交流事業を担当した。岡田は英国との交流事
業を担当した。滝澤は無形民俗文化財の調査
の全般的状況についてそれぞれ岩手県・福島
県の状況を調べて概況をまとめる役割を果
たした。 
 
４．研究成果 
 
（１）国際的ネットワーク構築 
 国際的ネットワークについては、2013 年度
は、この事業を行うための予備的活動であっ
た。第一に、国際学会での分科会主宰を通し
て海外研究者とのネットワークを構築を試
みた。具体的には 2013 年 8 月にイギリス・
マンチェスター市において行われた国際人
類学民族学連合第 17 回世界大会で、代表者
は 「 Observing the disaster and/or 
participating in the aftermath: Exploring 
the role of anthropologists and the 
potential of an anthropological 
perspective on the Great East Japan 
Earthquake and Tsunami」と題する分科会を
企画し、本事業メンバー及びその他の研究者
による発表をおこなった。このことで会議に
参加した世界の研究者、とりわけ関心をしめ
した欧米の人類学者と、被災民俗調査の活動
報告を海外でおこなう可能性についての打
ちあわせを行った。そのことで今後国際的ネ
ットワークが、イギリス・ドイツ・スペイン
の研究者との見通しを得た。また被災民俗文
化財研究資料に関わるオンラインデータベ
ースの構築を行ったが、そのなかで英語の説



明文書を作成し、海外の日本研究者が利用し
やすい体制を構築した。これによって次年度
に本格的な活動展開を行うための基盤をつ
くった。 
 2014 年度は２回にわたって研究会事業を
実施した。7 月にはケンブリッジ大学／慶應
義塾大学訪問教授のブリギッテ・シテーガ氏
を東北大学に招聘した。シテーガ氏はケンブ
リッジ大学で日本研究講座の研究者で専門
は人類学である。さらに 10 月にはニュージ
ーランド・カンタベリー大学で国際ワークシ
ョップ「Tohoku/ Christchurch: Reflections 
on the Socio-cultural Impacts of the 
Quakes」を共同主宰した（ニュージーランド
側はクライストチャーチ大学のスーザンブ
ーテレイ教授）。発表参加者は日本側４名、
ニュージーランド側 8 名で、それ以外に 13
名が参加し二日間にわたって議論を行った。
これらを通して海外の日本研究者と東日本
大震災における研究者と役割と教育上の役
割について討議し、最終年度にむけて国際シ
ンポジウムを開催する見通しを得た。 
 これ以外にも、5 月には千葉で行われた国
際人類学民族学学会中間会議 2014 年では高
倉が発表した他、11 月にはインドネシア・ガ
ジャマダ大学で行われた「震災と宗教」に関
わる国際会議において、高倉・木村・滝澤の
3名が参加し発表をおこなった。2015 年 3月
に行われた国連世界防災会議では、本プロジ
ェクトの成果についてポスター発表も行っ
た。これら活発な活動によって、メンバーが
震災後に行った津波被災地の無形民俗文化
財サルベージ調査事業について、海外の研究
者にむけてその社会的意義と研究上の意義
を主張し、賛同を得ることができた。特に近
年大規模な自然災害を経験した国では、人文
学分野の復興への研究上関与は至急確立す
る必要がある問題であることを確認した。 
 2015 年度はこれまで築いてきた国際研究
ネットワークを稼働させ、国際シンポジウム
「災害後の人文学プロジェクトの回顧と研
究者の役割の探求 Reviewing the Humanities 
and Qualitative Social Sciences Projects 
After Disaster and Exploring the Role of 
Researchers」（東北大学東京分室）を 2015
年 10 月に東日本大震災とインドネシア、中
国の事例を比較する形でおこなった。また宗
教学、考古学、文化行政などの隣接学問分野
との連携についても検討した。この会議を通
して人類学を含む人文学が災害復興に対し
て専門的知見から貢献することが確認され
た。特に災害をどのように住民が認識してい
るのかを文化研究の観点からは解明するこ
と、災害記録を世代を超えて継承していく方
法の開発が今後の課題。震災を未来にどう伝
えるかという課題を参加者で共有すること
ができた。発表者は 12 名、海外参加国はニ
ュージーランド（クライストチャーチ大学）、
インドネシア（ガジャマダ大学）、中国（四
川大学）、デンマーク（オールボー大学）で、

国内からは東北大学及びメンバーの所属機
関以外に 4 機関（筑波大学、大阪国際大学、
国学院大学、東京文化財研究所）から発表が
あった。なお、オールボー大学の研究者は、
代表者が東北大学東北アジア研究センター
客員准教授として招聘した日本研究の人類
学者である。この研究者との知己は、代表者
が発表した 2014 年の国際人類学民族学学会
中間会議で得た。 
 これらの活動を通して、当初は東日本大震
災に絡んだ災害人類学を基軸とした国際的
ネットワーク構築の取り組みが、インドネシ
アやニュージーランド、さらに中国などの自
然災害をも視野に入れ、さらに人類学、宗教
学、文学など災害人文学の構築の必要性を国
内外の研究者・一般社会に提起することにな
った。 
 
（２）東日本大震災と災害人類学 
 一方、東日本大震災の研究については、東
北大学の取り組みだけでなく、隣接県の福島
県や岩手県における震災無形民俗文化財受
託調査のあり方を検討した。そのなかで東京
文化財研究所との連携が確立された。このこ
とで同研究所が媒介する形で、三県の調査結
果を閲覧できる体制を構築した。それ以外に
は、多くの国際学会や研究会活動を通して、
国内大学に勤める海外出身の日本研究を専
門とする人類学研究者、また災害人類学に関
心をもつ国内の若手研究者との連携も実施
できた。それらを通してこの問題に関わる民
族誌調査はインドネシアと南三陸町の比較、
菩提寺、東京における原発避難者、沖縄にお
ける自主避難者、気仙沼とウガンダの比較な
ど地理的、テーマ的な広がりの必要性を確認
した。 
 同時に宮城に限定されていた東日本大震
災にかかわる民族誌的知見については、福島
の事例も含めた知見をえる機会をもった。そ
のことで従来探求してきた東日本大震災の
津波の影響とその復興に関わる災害人類学
の領域と異なり、原発爆発による放射能被害
の影響について人類学はどのようにアプロ
ーチすべきかその萌芽的知見を得た。 
 また災害人類学の一つのメニューとして、 
文化行政と連携しながら調査事業の運営の
必要性を明らかにすると共に、そのための方
法論として集団的拡散的民族誌調査方法の
重要や文化サルベージ論がその理論的基盤
になることが確認された。 
 これらの活動によって国内外の関連研究
者が交流する機会を提供し、災害民族誌研究
の拠点としての役割を果たした、といえる。 
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